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Q1-2出囲をお答えください。 (1つ選択）

2.女性 3．答えたくない

Q1 -3世帯内の属性をお答えください。 (1つ選択）

►1 ．世帯主 2．世帯主以外（同居人）

Q1-4里坪お答えください。 (1つ選び0をつけてください）

¥. 10 代 乏＇． 20 代 ~3·. 30代 :41.40代 ,5.50代 6. 60歳以上65蔵未満

，7．65歳以上70歳未満 81. 70歳以上75歳未満 豆 75歳以上80歳未満 ,10. 80歳以上

Q1-5眉還をお答えください。 (1つ選び0をつけてください）

1ご会社員・公務員・団体職員 2．自営業・自由業 3.パート・アルバイト 4.家事専業

ぢ．高校生 百．大学生・専門学生 し7．無職 8_.その他

Q1-6自動車運転免許（自動二輪含む）の保有状況をお答えください<¥(1つ選び0をつけてください）

;1．現在保有している 2.以前持っていたが、現在は保有していない 百．一度も保有したことはない

a’4．返納予定である旧至選根辺碑諄膳暖旦臨径定か以下から 1つ選択してください。） ＿ 

圧．60歳未満 ． 2. 60歳以上65歳未満 3. 65歳以上70歳未満 4. 70歳以上75歳未満

固．75歳以上80歳未満 豆 80歳以上

Q1-7家族・友人等による送迎についてお答えください。 (1つ選び0をつけてください）

1．家族・友人等に送迎してもらうことができる l2.家族・友人等に送迎してもらうことができない

Q1 -8日呻動時に利用する主な交通手段についてお答ぇください。嘩てはまるもの全てに0をつけてください）

芝．バス 逹．自動車（自身で運転） 4.自動車（家族等の送迎） 豆 自動二輪

7．徒歩 百．その他 ( --

ニニュニニニニニニニ-ニょ土一：I
Q2-1 紛直、バスの利用頻度をお笞えください。 (1つ選び0をつけてください）

．ほぽ毎日

．ほぽ使わない

2．週に3~4日程度 ぎ．週に 1~2日程度 ：1.月に数日程度

：7．使ったことはない卜 6または7を選択した方（理由：

g．年に数日程度

ーヽノ

Q2-2釣直、バスを利用する際の主な移動目的をお答えください。 (1つ選び0をつけてください）

：i．通勤・通学 互．業務 豆．買物（買回り品） 4.買物（買回り昂以外） 5.通院

豆 福祉（福祉・介護施設） f.自由目的（レジャー、習い事、会食、友人に会う等）

Q2-3最寄り駅、バス停までの距離（所要時問）をお笞えください。 (1つ選び0をつけてください）

※Q2-1で「ほぽ使わない」「使ったことはない」と回答した人も把握していればご回答ください。

瓦 100mまで（徒歩 1~2分) .2̀. 300mまで（徒歩3~5分） J. 500mまで（徒歩6~8分）

4. 1kmまで（徒歩9~15分） 固．2kmまで（自転車 10~15分） 百．3kmまで（自転車 15~30分）

7. 5kmまで（自転車30分以上）

Q2-4最寄り駅、バス停までの移動手段をお答えください。 (1つ選び0をつけてください）

1.徒歩 ” 2'．自転車 g．自動車（自身で運転） ；4:,自動車（家族等の送迎） 豆 自動二§肖
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亨；霊 悶は塁悶孟塁孟闊孟贔戸塁盟ば闘芯ごきながらご回答くださしし--］

Q3-1①公共交通の利用・運行状況に対する認知度をお答えください。 (1つ選び0をつけてください）

lf．知っていた ,2.聞いたことがある程度 3．知らなかった

Q3-2②公共交通への費用負担状況に対する認知l度をお笞えください。 (1つ選び0をつけてください）

1 .• 知っていた 2.聞いたことがある程度 ．3・.知らなかった

Q3-3②公共交通^ の費用負担状況について、県、市、町が運行費用を負担することに対するお考えをお答え
ください。 (1つ選び0をつけてください）

．1.許容できる 区．どちらかと言えば許容できる 忌 どちらかと言えば許容できない ・．4.許容できない

（理由： ：一----ィー←------

Q3-4③公共交通がもたらす多面的な効果に対する認知度をお笞えください。 (1.つ選び0をつけてください）

1．知っていた •2. 聞いたことがある程度 3．知らなかった

Q3-5③公共交通がもたらす多面的な効果について公共交通の維持を考える上での重要度をお答えください。
(1つ選び0をつけてください）

f．重要である 芝．どちらかと言えば重要である 豆どちらかと言えば重要でない ．4.重要でない
~．~ ~一~ ． ~．~ 一、~ --- - --

（理由： ・ • 
L、- -~ 

Q3-6公共交通の現状①②③を踏まえ、公共交通の必要性をお笞えください。 (1つ選び0をつけてください）

1．必要である 互．どちらかと言えば必要である ,3_.どちらかと言えば必要でない 4.必要でない

（理由： l . ． --.. ． .-~- --、、-ーー 、し・ ヤ — ` - - — - - - -- - - - - - -

Q3-7現状の公共交通に対する満足度をお答えください。 (1つ選び0をつけてください）

1.満足である 互．どちらかと言えば満足である @:.どちらかと言えば満足でない 4.満足でない

|4．公共交通の現状を踏まえた上で、新たな費用負担について以下にお答えください。

Q4-1公共交通の維持（現状の運行本数等のサービスレベルの維持）に関してお尋ねします。

あなたは維持に必要な費用（運賃以外）を一部負担しても良いと思いますか。 (1-:Ji取爬）をつけてください）

（負担金は運行経費・車両維持費に対する補てん等の公共交通の維持に活用すると想定してください）

赤字が続き公共交通が廃止され、高齢者等の移動が不便になるおそれがあり

維持のための負担をしなかった場合 1ます。またその移動支援のために税が使われ、交通以外の市民サービスも相
， 対的に低下するおそれがあります。

互．どちらかと言えばそう思う 豆 どちらかと言えば思わない

4.思わない '§.思わないが負担はやむを得ない

（理由： ＇

ー． 思う

―-・ ) 

Q4-2公共交通^ の投資（運行本数の増便等のサービスレベルの向上）に関してお尋ねします。

あなたは投資に必要な費用（運賃以外）を一部負担しても良いと思いますか。 (1-:Ji欧X)をつげてください）

（負担金は運行本数の増便、路線の新設・再編等のサービスレベルの向上に活用すると想定してください）

投資のための負I~三-:/ I悶；言は閏が維持または改善され、公共交通の利便匠が両王こ了面証

1.思う 百．どちらかと言えばそう思う r3．どちらかと言えば思わない

4.思わない 亙．思わないが負担はやむを得ない

（理由：.......:.:..__-.....'l 
． ～ ・・ ~一~

ーヽ，’
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5.公共交通に求めるサービス水準について、以下にお答えください。

Q5-1 現状の差動状温および、毯勲目剪を公怯交通が担う揚合の望ましい遷往閲隔をお答えください。

現状 公共交通で代替する揚合

日常的な
利用している 叫屋低限必景

左で0をつけた移動目的のみ回笞

交通手段 移動目的のうち (※3から番号を1つ記入）
な外出頻度移動目的 外出頻度 公甚交通が

I 

(※1から
(※2から (※1から 但うぺきものに

利目したいと ＊最低限堕佳
'. 当てはまるも

運墨行閻隔 運丈行間厖
番号を1つ 番号を1つ 0を記入
記入）

Q全ヱの番号 記入）
を記入） - 1 

通勤・通学 (ァl・ l) （ —--·上 `. -） (i ~一 9) （！ 
..ヽ

） (•一" -) （ ） 

・~

（ ） （ ） （ ） （ ） 買物 （ ） （ ） 

通院•福祉 （「ご） (i--- I) 6’m ---~ ~ • ) （ ! ---) （ ← ↓ → - -- ） （ご―-)

自由目的

（レジャー、習い事、 （ ） （ 
- m 

） （ ） （ ）＇ （ ） （ ） 

会食、友人に会う等）

※1外出頻度 ＊最低限とは、その外出頻度を下回る場合、日常生活を送ることが困難となる限界の水準

J..ほとんど毎日 互 週4~5日 翌．週2~3日 互．週1日 5．月 2~3日以下 6．月1日以下

7.この目的での移動はない

※2 現状利用している交通手段

子．鉄道 区．バス し3．自動車（自身で運転） 4』.自動車（家族等の送迎） 豆 自動二§扁 豆 自転車

克 徒歩 冦．その他

※3 運行間隔の選択肢 ＊最低限とは、その運行本数を下回る場合、日常生活を送ることが困難となる限界の水準

・f. 10分に 1本(1時間に 6本）以上 2. 15分に 1本(1時間に 4本）以上 ~3-. 30分に 1本(1時間に 2本）以上

.4.1時間に 1本 忌．2時間に 1本 固．1日に4~3本 7．それ以下でも良い g．予約制

|6．公共交通サービス向上に向け、必要だと思う取組をお答えください。（複数選択可） ―-、苓 叶

1噌．交通網の充実（新規運行、運行頻度向上等）
ーユ

2.利用しやすい料金設定の導入

（エリア運賃導入、上限運賃設定、サプスクリプション（定額使い放題）、高割引定期券、無料化）

豆 事業者間の連携（経路・ダイヤの調整、エリア運賃の遵入等）

面．多様な交通をつなぐ仕組み構築

（鉄道・バス・タクシー等他の交通手段との連携、キャッシュレス決済の尊入、乗継案内の改善）

'.5.拠点の環境整備（駅・バス停の待合環境改善、情報案内の充実）

•16．利用促進策（交通イベント開催、各種施設等と連携した企画乗車券販売等）

7.その他（ ） 
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Q7-1自動車から公共交通に転換※するために、あなたが重要と思っ項目を順に計局目まで選択し、転換しても

良いと思える条件を記入してください。

※既に自動車ではなく公共交通を利用している方は、望ましいサーピスの条件を記入してください。

璽要視す知餌 ― I下記例を参者に、則虹控立俎送却五国云云瓦五五i玉五i
(A~Jのうち1つ選択し、．0をつけてください） または望ましいサーピスの条件を記入してください。

直に重要
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印に重要

ヽ

ー

l

項目

A
 

運行ルート

自動車から公共交通に転換しても良いと思える条件、
または望ましいサーピスの条件 の例

目的地に00へ公共交通で行ける

B
 

運行本数（運行間隔）

始発／終発時刻

00分に 1本程度の運行閻隔となっている

c
 

00時から／00時まで運行している

D
 

定時性・正確性 遅延時間が00分以内である

E
 
F
 

所要時間（居住地・目的地～駅・バス停までの移動時間）

所要時間（目的地までの乗車時間）

徒歩00分以内に駅・バス停まで行ける

00分以内で目的地まで行ける

G
 

目的地まで00円ぐらいでいける

H
 

運賃

鉄道やバスとの乗継（移動や待ち時間）

駅・バス停の待合環境（運行案内、屋根・ベンチ等の設

備）

待ち時間00分程度で乗り継ぎできる

駅・バス停の運行案内がリアルタイムでわかる

その他

Q7-2公共交通自動車のどちらも利用できるなら、下表で示す条件の場合に、どちらを選択しますか。

※設問ごとに回答 1 、~ 2のどちらかをお選びください。
·~ --------------------------

所要時間●分 i【回答のイメージ例：設問1】
費用 ●円 iある目的地に向かうとき、

運行本数●本／時 i1.公共交通
目的地 ．： （所要時間29分、運賃3q項、運行本数 1時間に 2本）

趾ヽョ ！危贔塁塁麟）
/ ：の条件の場合、

所要時間30分 ［公共交通、自動車のどちらを選択するかお選びください
- - - - - - - - - - - - - - - • - - - - - - - - - - - - - - 0 - - - • - - - - O - - - - - - - O - - - - - - - - -

J
 

出発地 5•苔 t]J 公共交通

ら`腐自動車

設問
所要時間

1.公共交通 ．
～ 

運賃 運行本数

'2.自動車

所要時間
設問 暑璽’

ー 20分

2
 

20分

3
 

20分

4
 

30分

5
 

30分

6
 

40分

7
 

40分

8
 

40分

300円

100円

200円

200円

200円

300円

100円

200円

1時問に 2本

1時間に 2本

1時間に4本

1時間に 2本

1時間に 6本

1時間に4本

1時間に 6本

1時間に 4本

⇔

⇔

⇔

⇔

⇔

⇔

⇔

⇔

 

30分

ー

2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 

回答

mゴ

｛ー＇
11i公共交通

屈公共交通

阻公共交通

」．公共交通

国公共交通

屈公共交通

迅公共交通

け，公共交通

車

車

車

．車

車

車

車

車

動

動

ー

動

動

動

動

動

動

自

自

自

自

自

自

自

自

(2
ir2
-[2
ご
2
-[C/]l2
-[2
-k2

～アンケートにご協力いただき、ありがとうございました～




